
竺
道
生
撰

「
法
花
経
疏
』

に
お
け
る

実

と

「
実
桔
」

鳥

居

達

久

は
じ
め
に

鴻
牽
羅
行
は
中
国
仏
教
に
お
け
る
四
大
翻
訳
家
の
一
人
と
称
せ
ら
れ
る
。
彼
が
中
心
と
な
っ
て
翻
訳
し
た
経
典
の
一
つ
で
あ
る

『
妙
法
蓮
華
経
』
は
藍
史
を
通
じ
て
信
仰
的
に
も
学
問
的
に
も
多
く
の
人
々
を
引
き
つ
け
て
き
た
。
こ
の
鳩
摩
羅
行
の
直
弟
子
の
一

人
で
あ
る
竺
道
生
は
、
部
の
翻
訳
し
た
「
妙
法
蓮
華
経
」
(
以
下
「
妙
法
華
」
と
略
記
す
る
)
に
た
い
す
る
現
存
最
古
の
注
釈
書
、

す
な
わ
ち
「
妙
法
蓮
花
経
読
」
、
を
締
の
没
後
詰
ど
な
い
頃
(
四
三
二
年
)
に
撰
述
し
た
。
こ
の
「
妙
法
蓮
花
経
読
」
(
以
下
「
経
疏
』

と
略
記
す
る
)
は
、
羅
什
の
教
説
を
多
く
含
む
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
特
徴
的
文
献
で
あ
り
な
が
ら
、
「
妙
法
華
」
の
よ
う
に
衆
目
を

集
め
る
こ
と
は
少
な
く
、
近
時
(
一
九
二
二
年
)
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
実
物
の
存
在
が
学
界
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
「
経

疏
』
全
体
後
の
解
明
辻
未
だ
な
さ
れ
て
お
ち
ず
、
今
後
の
仏
教
学
お
よ
び
中
国
仏
教
思
想
史
を
構
成
す
る
上
で
の
大
き
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。

本
論
考
辻
、
本
学
「
研
究
紀
要
」
第
二
号
に
お
い
て
発
表
し
た
拙
論
の
続
編
で
あ
る
。
第
二
号
に
お
い
て
詰
「
妙
法
華
」
の
中
心

的
教
理
に
関
連
づ
け
て
述
べ
ら
れ
る
「
婦
一
の
実
」
の
「
実
」
の
字
義
が
「
み
」
で
あ
り
、
そ
れ
の
指
し
示
す
内
容
が
「
仏
知
見
」

で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
さ
ら
に
、
同
様
の
字
義
と
内
容
を
有
す
る
「
実
」
の
事
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
、
そ
れ
ら
を
検
証
し
た
c

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
第
三
号

平
成
十
二
年
三
月

三E
三歪L



竺
道
生
撰
『
法
在
経
読
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

三n.
プミ之

本
論
考
で
は
前
号
で
採
り
あ
げ
な
か
っ
た
『
経
疏
」
内
の
「
告
さ
の
字
義
と
そ
れ
が
指
し
示
す
内
容
を
考
察
す
る

G

こ
の
作
業
は
絹

羅
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
制
限
も
あ
る
た
め
仏
教
学
的
な
用
例
に
絞
る
こ
と
に
な
る
。

『
経
藤
』
に
お
け
る
「
実
」
の
字
義
と
内
容

付
「
序
品
」
に
関
す
る
疏
文
中
の
「
実
」

こ
の
節
に
お
け
る
「
実
」
の
考
察
は
『
妙
法
華
』
の
品
の
煩
序
に
沿
っ
て
行
な
い
た
い
。
「
実
相
」
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
節
で
考

察
す
る
。

「
妙
法
華
」
「
序
品
」
に
お
い
て
対
告
衆
の
紹
介
が
終
わ
っ
た
直
後
に
「
爾
の
時
に
世
尊
は
四
衆
に
囲
縫
せ
ら
れ
、
供
養
・
恭
敬
・

尊
重
・
讃
歎
せ
ら
れ
て
云
々
」
(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
九
巻
二
真
中
段
七
行
。
以
下
「
大
正
」
九
、
二
中
七
行
と
略
記
す
る
o

k

注
)

と
い
う
経
文
が
あ
る
。
こ
の
経
文
前
設
を
注
釈
す
る
つ
ぎ
の
文
に
「
実
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
(
か
)
(
接
点
は
筆
者
。
以
下
、
断
わ

り
の
無
い
限
り
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
も
の
と
す
る
c

ま
た
、
鍵
括
弧
は
道
生
が
「
経
疏
』
の
た
め
に
引
用
す
る
『
妙
法
華
」
の
経
文

語
句
で
あ
る
こ
と
を
示
す
)
。

と

も

あ

っ

[
引
用
二
「
欝
の
時
に
世
尊
は
回
衆
に
囲
達
せ
ら
れ
」
と
は
。
至
俸
は
既
に
重
く
、
威
は
日
月
を
除
ゆ
。
故
に
入
・
天
を
し
て
交
に
翠
め
し
め
、

さ
い
わ
う
る
お
、
、
、
、
、

心
に
同
じ
仰
を
宥
ち
し
む
。
慶
い
は
蒼
生
を
治
し
、
令
室
往
一
忠
実
返
也
。
(
『
大
豆
本
続
蔵
経
』
第
二
一
編
乙
第
二
三
套
第
四
冊
、
三
九
人
了
・
右

葉
・
上
段
一

C
行
。
以
下
『
続
麗
」
三
九
八
右
上
一

O
行
と
略
記
す
る
)

疏
文
最
後
設
の
「
令
童
往
高
実
返
也
」
が
い
ま
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
「
患
し
く
往
く
も
実
ち



て
返
ら
し
む
る
也
」
と
訓
読
し
た
い
。
そ
の
趣
旨
は
、
こ
の
会
産
に
往
く
と
き
に
何
も
な
く
て
も
、
返
る
と
き
に
被
ら
の
心
が
「
実

ち
」
て
い
る
、
で
あ
る
c

こ
の
会
座
の
目
的
は
仏
が
衆
生
に
一
仏
黙
を
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
実
」
は
一
仏
乗
を
得
た
状

態
を
指
し
示
す
こ
と
に
な
る
。
会
座
の
吾
的
が
一
仏
乗
で
あ
る
と
は
他
の
琉
文
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
。
「
序
品
」
に
お
い
て
釈
迦

牟
尼
仏
は
説
法
の
前
に
奇
瑞
を
顕
わ
す
。
会
座
に
い
る
弥
勤
菩
薩
は
文
殊
師
利
菩
寵
に
そ
の
奇
瑞
が
顕
わ
れ
た
わ
け
を
訊
ね
る
。
そ

め
で
た

の
こ
と
を
説
く
経
文
「
文
殊
鶴
利
に
問
、
っ
て
言
わ
く
、
何
の
因
縁
を
以
て
此
の
環
き
神
通
の
桔
あ
り
、
大
光
明
を
放
ち
云
々
」

(
「
大
正
」
九
、
二
下
五
戸
打
。
〉
N
N
)

を
注
釈
す
る
つ
ぎ
の
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

[
引
用
二
]
「
寵
し
て
文
殊
に
賄
う
」
よ
り
「
光
明
を
放
ち
」
に
至
る
は
。
前
に
、
先
に
定
に
入
り
、
花
を
雨
ら
せ
、
地
を
動
か
す
所
以
は
、
将

に
一
乗
を
顕
わ
さ
ん
が
為
の
故
に
一
乗
の
光
は
後
に
在
る
を
表
わ
す
也
。
然
る
に
一
乗
は
是
れ
会
を
興
す
本
意
な
号
。
是
れ
を
以
て
弥
勤
は
今
、

先
ず
放
光
を
問
、
っ
。
互
い
に
前
後
を
挙
ぐ
る
に
各
、
義
旨
は
有
り
。
(
『
続
蔵
』
三
九
八
左
上
九
行
)

こ
の
中
段
の
文
句
「
然
る
に
一
乗
は
是
れ
会
を
興
す
本
意
な
り
」
は
、
一
仏
乗
が
会
窪
の
呂
的
で
あ
る
と
道
生
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
証
一
不
す
る
。
ち
な
み
に
こ
の
こ
と
は
道
生
が
「
妙
法
華
」
全
体
の
中
心
的
教
法
・
立
場
が
一
仏
乗
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
こ
と
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
捉
え
方
は
、
現
代
に
お
け
る
「
法
華
経
」
の
文
献
学
的
見
地
と
合
致
す
る
。

と
こ
ろ
で
衆
生
の
得
る
一
仏
乗
と
仏
知
見
と
の
関
採
誌
い
か
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
本
項
末
で
明
ら
か
に
し

争

-
E
C

J

ム
ト
V

口
「
方
便
品
」
に
関
す
る
疏
文
中
の
「
実
」

「
方
便
品
」
に
関
す
る
疏
文
冒
頭
の
つ
ぎ
の
文
に
「
実
」
を
見
出
す
。

竺
道
生
撰
「
法
花
経
琉
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

一
五
七



竺
道
生
撰
『
法
在
経
琉
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)

一
五
人

〈

ら

お

、

[
引
用
三
〕
昔
は
轄
く
し
て
三
乗
を
遮
い
、
群
徒
は
是
と
謂
う
。
今
は
一
実
を
顕
わ
さ
ん
と
欲
し
、
示
す
に
真
正
を
以
て
す
。
非
を
以
て
是
を

な

ず

こ

こ

明
か
す
が
故
に
方
梗
を
標
し
て
品
を
目
く
。
既
に
昔
の
三
乗
を
指
し
て
方
梗
と
為
す
。
一
の
顕
わ
る
る
所
以
は
慈
処
に
言
わ
ず
し
て
雨
も
自
ら

顕
わ
る
。
(
『
続
蔵
」
三
九
九
右
下
八
行
)

文
中
の
「
一
実
」
の
語
義
は
画
定
が
難
し
い
よ
う
で
あ
る

G

直
前
で
「
昔
は
晦
く
し
て
三
乗
を
迩
い
」
の
よ
う
に
三
乗
が
述
べ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
「
一
実
」
は
「
一
乗
の
実
」
を
意
味
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
語

義
の
画
定
に
は
別
の
方
法
が
必
要
で
あ
る
。

文
中
初
段
の
文
句
「
今
、
一
実
を
顕
わ
さ
ん
と
欲
し
」
の
「
一
実
」
は
、
最
後
段
の
文
句
「
一
の
顕
わ
る
る
所
以
」
の
「
一
」
に

短
編
・
換
言
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
再
文
句
に
は
同
一
の
「
顕
」
と
い
う
動
読
が
捜
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
狭
い
範
囲
内
で
同
じ

動
詞
を
使
用
し
つ
つ
相
違
す
る
主
語
を
あ
て
が
う
こ
と
辻
考
え
ら
れ
な
い
。
文
振
に
従
え
ば
「
一
の
顕
わ
る
る
所
以
」
の
中
の
「
一
」

は
「
藷
処
に
言
わ
ず
し
て
而
も
自
ら
顕
わ
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
以
降
に
「
こ
が
顕
わ
れ
る
と
す
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
顕
わ
れ
る
信
一
所
に
お
け
る
「
こ
の
解
明
が
手
普
か
ち
に
な
ろ
う
。
そ
の
手
器
か
ち
に
つ
い
て
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。

「
方
便
品
」
に
た
い
す
る
疏
文
冒
頭
で
「
今
は
一
実
を
顕
わ
」
す
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
「
顕
わ
」
さ
れ
る
内
容
は
非
常
に
重
要
な

こ
と
が
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
、
「
方
便
品
」
に
お
け
る
最
重
要
の
展
開
は
「
諾
仏
世
尊
は
、
唯
、
一
大
事
の
因
縁
を
弘
て
の
故
に
世

に
畠
現
す
」
(
「
大
正
』
九
、
七
上
二
一
行
。
〉
∞
∞
)
と
表
明
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
、
と
捉
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
い
ま
の
「
頴
わ
」
さ
れ

る
内
容
は
こ
の
「
一
大
事
の
医
縁
」
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
一
大
事
の
因
縁
」
を
注
釈
す
る
琉
文
が
存
在
す
れ
ば
、

そ
れ
が
手
掛
か
ち
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
そ
の
読
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
、
ぎ
の
と
お
ち



で
あ
る
。〔

引
用
函
)
「
唯
、
一
大
事
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
査
に
出
現
す
」
と
は
。
上
に
弓
に
勢
霧
と
し
て
宗
を
一
不
す
。
此
こ
に
期
ち
復
、
為
に
説
く
也
。

既
に
三
乗
は
是
れ
方
便
と
云
え
り
。
今
は
是
れ
一
な
る
を
明
か
す
也
。
仏
は
一
極
の
為
に
一
を
表
し
、
罰
も
為
に
出
づ
る
也
。
理
に
期
に
一
一
一
有

ら
ば
、
霊
も
亦
、
三
の
為
に
出
づ
可
し
。
怪
し
理
の
中
に
三
は
無
く
、
唯
、
妙
一
な
る
の
み
。
故
に
「
一
大
事
を
以
て
世
に
出
現
す
る
は
、
衆

生
を
し
て
仏
知
見
を
関
か
し
め
ん
と
設
す
る
が
故
に
」
と
言
、
っ
。
徴
言
の
玄
旨
・
意
は
葱
に
顕
わ
る
。
此
の
四
勾
の
始
終
は
一
義
の
為
の
み
。

(
『
続
蔵
」
西
O
O右
下
回
行
)

最
後
段
近
く
の
「
徴
言
の
玄
旨
・
意
は
姦
に
顕
わ
る
」
が
さ
き
の
「
引
用
三
」
に
お
け
る
「
一
の
顕
わ
る
る
所
以
、
玄
処

に
言
わ
ず
し
て
、
高
も
自
ら
顕
わ
る
」
に
対
応
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
玄
旨
」
・
「
意
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
深
奥
な
わ
け
」
・
「
か
ん
が
え
」

で
あ
る
。
一
方
、
「
所
以
」
も
「
わ
け
」
で
あ
る
。
需
者
と
も
「
わ
け
」
を
述
べ
、
さ
ら
に
「
顕
」
と
い
う
動
詞
を
愛
用
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
「
意
は
惑
に
顕
わ
る
」
の

2
E
が
産
前
の
文
章
を
一
不
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
直
前
の
文
章
は
「
一
大

事
を
以
て
世
に
出
現
す
る
は
、
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
関
か
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
」
で
あ
る
。
こ
の
文
章
が
「
わ
け
」
の
内
容

を
顕
わ
す
。
こ
の
文
章
に
お
い
て
「
一
大
事
」
と
辻
「
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
関
か
し
」
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
わ
け
」

は
「
一
大
事
」
で
あ
り
、
同
時
に
「
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
関
か
し
」
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
「
一
(
実
)
の
顕

わ
る
る
」
「
わ
け
」
は
「
一
大
事
」
で
あ
り
'
、
そ
の
内
容
が
「
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
関
か
し
」
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
「
一
(
実
)
」
と
は
「
一
大
事
」
の
こ
と
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
「
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
謂
か
し
」
め

る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
云
え
ば
、
「
こ
は
「
一
大
」
の
「
こ
で
あ
り
、
「
実
」
は
「
事
」
と
な
ろ
う
。
「
実
」
に
は
幾

種
類
も
の
辞
典
的
字
義
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
「
こ
と
が
ち
」
が
穏
当
す
足
。
そ
し
て
こ
の
「
実
」
が
指
し
示
す
意
味
内
容
は

(
実
)

竺
道
生
撰
『
法
在
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
桓
」
(
鳥
居
)

一
五
九



竺
道
生
撰
『
法
花
経
琉
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

一
六
(
)

「
仏
知
見
を
調
か
せ
る
こ
と
」
に
な
る
。

「
引
用
回
」
の
文
意
を
追
っ
て
い
く
と
つ
ぎ
の
事
柄
が
見
え
て
く
る
。
中
段
近
く
の
文
句
「
仏
は
一
極
の
た
め
に
一
を
表
し
、
市

も
為
に
出
づ
る
也
」
の
「
一
極
」
の
「
一
」
と
、
「
一
を
表
し
」
の
「
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
異
な
る
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
一
握
」
は
「
最
高
到
達
点
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
也
方
の
「
こ
は
、
室
前
に
「
三
乗
」
と
あ
っ
て
文
採
上
か

ら
見
て
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
一
仏
乗
を
一
不
す
。
そ
れ
ゆ
え
中
段
近
く
の
文
句
は
、
仏
陀
は
「
最
高
到
達
点
」
の
た
め
に
一
仏
乗
を

あ
ら
わ
す
。
そ
の
た
め
に
世
関
に
現
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
仏
乗
は
、
ま
ず
、
こ
の
最
高
郵
達
点
に
達
す
る
た
め
の
方

法
で
あ
る
こ
と
に
会
る
。

つ
ぎ
に
「
一
極
(
H
H

最
高
説
達
点
)
」
は
三
つ
あ
る
の
で
は
な
く
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
妙
こ
で
あ
る
と
も
言
い
換
え
ら
れ

る
。
「
妙
こ
が
「
最
高
到
達
点
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
妙
こ
は
続
く
文
中
で
「
仏
知

見
」
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
仏
知
見
は
、
現
在
検
討
中
の
疏
文
が
注
釈
す
る
「
方
便
品
」
の
当
該
経
文
、
す
な
わ
ち
「
一
大
事
の

因
縁
云
々
」
、
に
よ
れ
ば
衆
生
に
と
っ
て
の
最
高
到
達
点
で
あ
る
こ
と
が
自
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
論
点
で
あ
る
「
引
用
三
」
の
「
一
実
」
が
指
し
示
す
内
容
は
、
「
一
乗
」
で
は
な
く
、
「
衆
生
を
し
て
弘
知
見
を
関
か
し
め
」

る
こ
と
に
な
り
、
「
一
実
」
の
「
実
」
は
「
こ
と
が
ら
」
を
字
義
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
三
乗
に
つ
い
て
は
立
自
の
三
乗

を
指
し
て
方
便
と
為
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
乗
は
「
一
つ
の
実
」
に
担
当
せ
ず
、
三
乗
の
ま
ま
で
は
仏
知
見
を
も
た
ら

さ
な
い
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
「
実
」
は
「
方
便
品
」
初
で
釈
尊
が
舎
利
弗
に
語
り
か
け
る
経
文
「
止
み
な
ん
、
舎
利
弗

G

復
た
説
く
須
ら

ず
」
(
「
大
正
」
九
、
五
下
九
行
。
〉

g)
を
注
釈
す
る
文
に
環
わ
れ
る
。

〔
引
用
五
〕

「
止
み
な
ん
、
舎
創
刊
弗
。
復
た
説
く
須
ら
ず
」
と
は
。
既
に
三
乗
は
不
実
を
暁
か
し
、
次
に
応
に
明
す
べ
き
は
是
れ
一
乗
な
り
。



お
ど
ろ
か

不
実
と
言
、
っ
と
誰
も
、
猶
、
未
だ
当
た
る
所
辻
有
ら
ず
。
未
だ
其
れ
是
れ
を
執
す
る
の
心
を
骸
す
に
足
ら
ず
。
(
「
続
載
」
三
九
九
左
下
二
一
行
)

文
中
の
「
不
実
」
は
「
ま
こ
と
で
な
い
」
あ
る
い
は
「
み
の
ら
な
い
」
と
い
う
二
つ
の
読
み
が
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
前
号

「
研
究
紀
要
』
に
お
い
て
は
「
非
実
」
も
検
討
し
た
。
こ
れ
は
「
み
が
無
い
」
と
い
う
語
義
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
非
実
」
の
表
現
を

考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
「
不
実
」
の
「
実
」
も
動
認
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
不
実
」
は
漢
語
熟
語
と

し
て
「
み
の
ら
ず
」
と
読
ま
れ
、
「
穀
物
な
ど
が
実
ら
ま
い
」
と
さ
れ
足
。
よ
っ
て
「
実
」
の
字
義
は
「
み
の
る
」
で
あ
る
と
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
「
不
実
」
は
「
み
の
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
会
る
。
そ
れ
が
指
し
示
す
意
味
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

事
例
か
ら
考
え
て
「
仏
知
見
に
至
ら
な
い
」
あ
る
い
は
「
仏
知
見
が
得
ら
れ
な
い
」
で
あ
る
。

己
「
警
輸
品
」
に
関
す
る
琉
文
中
の

「
警
除
品
」
の
騒
音
田
険
物
語
の
中
で
、
長
者
が
子
供
た
ち
を
い
か
に
火
宅
か
ら
引
き
出
す
べ
き
か
、
そ
の
方
途
を
思
案
す
る
段
が
あ

る
。
そ
の
設
に
お
け
る
「
方
便
」
(
『
大
正
」
九
、
一
二
下
六
行
。
〉
忌
ム
)
を
注
釈
す
る
つ
、
ぎ
の
文
に
「
実
」
が
現
わ
れ
る
。

実

お
そ

(
引
用
六
〕
其
の
情
は
既
に
擢
る
れ
ば
、
忽
に
三
車
の
美
を
龍
き
、
、
む
は
必
ず
楽
受
す
。
是
れ
実
教
に
非
ず
。
之
れ
を
「
方
便
」
と
語
う
退
。

(
『
続
蔑
」
西
O
二
右
上
一
五
行
)

こ
こ
で
は
「
実
教
」
と
「
方
便
」
と
が
対
に
な
っ
て
い
る
。
方
便
は
方
便
教
で
あ
る
と
も
云
え
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
三
乗

で
あ
る
。
「
実
教
」
は
一
仏
乗
の
教
え
で
あ
る
。
仏
陀
は
「
最
高
到
達
点
」
の
た
め
に
一
仏
乗
を
顕
わ
す
と
道
生
が
捉
え
る
こ
と
泣

す
で
に
触
れ
た
。
一
仏
乗
の
教
え
は
「
最
高
到
達
点
」
に
至
ら
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
実
教
」
の
「
実
」
は
「
最
高
到
達
点
」
、

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

プ=



竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)

ーノ、

す
な
わ
ち
仏
知
見
、
を
内
容
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
実
教
」
の
「
実
」
は
「
ま
こ
と
」
と
も
「
み
」
と
も
読
め
る
。
し
か
し
こ
の
疏
文
で
は
「
実
」
は
「
ま
こ
と
」
で
あ
れ
ソ
、

教
」
は
「
ま
こ
と
の
教
え
」
で
あ
る
。
「
実
教
」
と
「
方
便
」
と
が
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
方
便
」
に
も
「
三
車
」
と
い

う
「
み
」
は
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
実
教
」
だ
け
を
「
み
の
あ
る
教
え
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「実

倒
「
信
解
品
」
に
関
す
る
琉
文
中
の
「
実
」

「
信
解
品
」
の
誓
険
物
語
に
お
い
て
、
長
者
が
自
分
の
子
で
あ
る
窮
子
を
長
者
の
域
に
引
き
留
め
て
お
く
た
め
入
を
遣
わ
せ
る
。

そ
の
こ
と
を
説
い
た
経
文
「
密
か
に
二
人
の
、
形
色
辻
樵
惇
し
威
徳
の
無
き
者
を
遣
わ
す
」
(
「
大
正
」
九
、

を
注
釈
す
る
つ
ぎ
の
琉
文
に
「
実
」
を
見
出
す
。

一
七
上
入
行
O
K
F
N
ω
N
)

[
引
罵
七
〕
「
密
か
に
二
人
の
、
形
色
法
機
揮
し
威
錨
ゅ
の
無
き
者
を
遣
わ
す
」
と
は
。
「
二
人
」
は
二
乗
法
お
ち
。
念
を
作
し
て
施
こ
さ
ん
と
欲

す
。
此
れ
を
「
遣
」
と
為
す
。
実
を
躍
す
を
「
密
」
と
為
す
。
理
の
光
す
こ
と
円
か
な
ら
ざ
る
を
「
形
色
は
慢
惇
し
」
と
為
す
。
内
解
の
明
ら

か
な
ら
ざ
る
を
「
威
穫
の
無
き
」
と
為
す
。
(
『
続
蔵
』
四
O
酉
左
上
一
八
行
)

冒
頭
の
「
密
か
」
は
、
「
二
人
」
が
窮
子
の
畏
れ
る
長
者
か
ら
の
遣
い
で
あ
る
こ
と
を
窮
子
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
窮
子
は
長
者
の
「
大
力
勢
」
(
『
大
正
」
九
、
二
ハ
下
一
七
行
。
忌
∞
∞
)
を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
二

人
」
が
長
者
に
つ
な
が
る
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
誌
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
命
え
「
二
人
」
が
長
者
に
つ
な
が
る
こ
と
を

隠
す
必
要
が
あ
る
。
疏
文
は
こ
の
こ
と
を
承
け
て
「
実
を
隠
す
を
「
密
」
と
為
す
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
ゆ
え
長
者
に
つ
な
が
る
こ
と

が
「
実
」
に
相
当
す
る
。
い
ま
少
し
直
裁
に
云
え
ば
、
長
者
自
身
が
「
実
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
実
」
の
内
容
等
の
璽
定
は



こ
の
疏
文
に
依
る
だ
け
で
は
難
し
い
。
他
疏
文
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
道
生
は
同
じ
「
信
解
品
」
を
注
釈
す
る
疏
文
の
中
で
こ
の

長
者
が
「
法
身
」
を
睦
言
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
示
す
。
父
で
あ
る
長
者
が
窮
子
に
近
づ
く
と
き
の
操
子
を
説
く
経
文
「
部

ち
要
務
・
組
款
の
上
競
・
議
錆
の
具
を
説
い
で
、
更
に
急
幣
の
衣
を
著
、
塞
土
に
て
身
に
射
台
り
」
(
「
大
正
』
九
、
一
七
上
一
五
行
。

〉
∞
∞
∞
)
を
注
釈
す
る
つ
、
ぎ
の
文
で
あ
る
c

ふ

号

か

、

〔
引
用
八
〕
「
即
ち
理
落
・
:
を
説
き
て
」
よ
り
「
塵
垢
に
て
身
に
全
け
」
に
至
る
は
。
法
身
の
妙
鋳
を
揺
す
を
「
理
唱
の
具
を
脱
ぎ
て
」
と
為
す
。

菩
薩
の
作
仏
は
虚
し
か
ら
ざ
る
を
一
示
し
、
好
を
外
す
を
「
垢
誌
の
衣
を
著
」
と
為
す
。
亦
、
是
の
結
使
に
よ
り
て
受
く
る
所
の
生
を
「
塵
垢
に

て
身
に
全
け
」
と
為
す
也
。
(
『
続
歳
』
四

O
西
左
下
入
行
)

初
段
に
お
い
て
「
法
身
の
妙
訪
を
隠
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
窮
子
の
父
が
仏
の
警
え
で
あ
号
、
さ
ら
に
仏
の
身
体
が
「
法
身
」
で

あ
る
と
道
生
は
捉
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
引
男
疏
文
の
「
実
」
の
内
容
は
「
法
穿
」
で
あ
ち
、
そ
の
字
義
は
「
み
」
あ
る
い
ほ

「
な
か
み
」
で
あ
る
と
云
え
る
。

と
こ
ろ
で
本
引
用
疏
文
に
よ
れ
ば
、
仏
が
「
要
落
の
自
討
を
脱
」
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
「
結
使
に
よ
り
て
受
く
る
所
の
生
」
を
得
る
と

さ
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
本
引
用
疏
文
は
い
ま
一
つ
重
要
な
点
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
倖
仏
と
い
う
行
為
の
結
果
は
法

身
を
得
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
引
用
文
は
「
菩
薩
の
作
仏
は
虚
し
か
ら
ざ
る
を
示
し
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
「
結
使

に
よ
り
て
受
く
る
所
の
生
」
と
法
身
と
が
決
し
て
断
絶
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
た
め
に
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
菩
寵
の
「
作
仏
」
の
結
果
が
「
法
身
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
長
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
実
」
は

「
法
身
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
作
仏
」
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
さ
き
の
「
一
大
事
の
因
縁
」
に
関
す
る
疏
文
(
「
引

用
回
」
)
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
「
実
」
は
一
仏
乗
に
よ
る
「
最
高
到
達
点
」
で
あ
っ
た
。
「
最
高
到
達
点
」
に
達
す
る
こ
と
は
「
作

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)

一干/、

一一



竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

一
六
回

仏
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
作
仏
」
す
る
こ
と
は
同
時
に
「
仏
知
見
」
を
得
る
こ
と
で
あ
る
と
は
前
号
「
研
究
紀
要
」

た
と
お
り
で
あ
る
。

で
論
じ

出
「
安
楽
行
品
」
に
関
す
る
疏
文
中
の
「
実
」

こ
の
品
に
説
か
れ
る
「
屈
法
」
(
『
大
正
」
九
、
三
七
上
一
五
行
。
∞
∞
怠
)
を
行
な
う
意
義
に
つ
い
て
注
釈
す
る
文
が
あ
る
。
こ

こ
に
「
実
」
が
見
出
せ
る
。

と

ど

ま

、

ふ

か

[
引
沼
九
〕
若
し
能
く
此
の
西
法
に
安
ら
ば
別
ち
怯
弱
は
無
し
。
新
に
乗
じ
て
教
え
を
弘
む
れ
ば
、
其
の
実
は
弥
し
。
(
『
続
蔵
』
由
O
九
右
下

入
行
)

こ
の
場
合
に
お
け
る
「
実
」
の
字
義
と
そ
れ
が
指
し
示
す
内
容
は
、
本
引
用
疏
文
の
文
振
だ
け
で
は
画
定
し
難
い
。
そ
れ
ゆ
え
他

の
琉
文
と
の
比
較
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
本
引
用
琉
文
に
お
い
て
「
実
」
は
、
弘
経
と
い
う
行
為
の
あ
と
に
現
わ
れ
る
も
の
と
関
連

し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
間
類
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
疏
文
を
検
討
す
る

G

「
法
師
品
」
に
お
け
る
経
文
「
我
が

滅
震
の
後
、
能
く
窃
か
に
一
人
の
為
に
も
法
華
経
の
、
乃
至
、
一
勾
を
説
か
ば
」
(
『
大
正
」
九
、
三

O
下
二
七
行
。

E
主
)
を
注

釈
す
る
つ
ぎ
の
読
文
が
手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

ひ

そ

さ

[
引
詔
一

O
〕
「
窃
か
に
一
人
の
為
に
も
:
・
説
か
ば
」
は
、
向
き
に
自
受
を
明
か
し
、
其
の
功
は
己
に
多
し
。
今
、

一
人
の
為
に
も
説
く
と
言
う

は
別
ち
是
れ
外
益
な
り
。
(
「
続
蔵
」
四
O
七
左
下
二
ハ
行
)



「
自
受
」
、
す
な
わ
ち
自
分
が
「
妙
法
華
」
を
受
持
す
る
こ
と
、
の
「
功
」
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
他
者
に
『
妙
法
華
」
を
説
く

こ
と
は
「
外
益
」
、
す
な
わ
ち
外
に
溢
れ
る
ば
か
り
、
の
「
功
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
弘
経

の
結
果
と
し
て
「
功
」
が
述
べ
ら
れ
る

Q

「
功
」
は
錫
き
の
結
果
、
仕
事
の
或
果
と
い
う
字
義
を
有
す
る
。

も

ち

う

が

同
じ
く
「
法
部
品
」
に
お
い
て
「
誓
え
ば
入
あ
っ
て
渇
乏
し
て
水
を
須
い
ん
と
し
て
、
彼
の
高
原
に
於
い
て
穿
撃
ち
て
之
を
求
む

る
に
云
々
」
(
「
大
正
」
九
、
一
三
下
九
行
。
里
町
∞
)
と
い
う
経
文
が
あ
る
。
そ
の
壁
面
一
除
に
つ
い
て
注
釈
す
る
つ
ぎ
の
疏
文
で
あ
る
。

〔
引
用
一
一
〕
此
の
警
え
は
法
花
を
持
す
る
入
に
浅
深
の
得
失
有
る
を
誓
う
也
。
(
『
続
蔵
』
四
O
八
右
上
一
八
行
。
)

こ
こ
に
「
法
花
を
持
す
る
人
」
の
実
践
に
「
浅
深
の
得
失
」
が
存
在
す
る
と
述
べ
る
。
「
得
失
」
と
は
成
功
と
失
敗
と
で
あ
る
。

成
功
に
も
深
い
浅
い
が
あ
り
、
失
敗
も
同
様
で
あ
る
と
云
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
結
果
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
さ
き
の
「
薪
に
乗
じ
て
教
え
を
弘
む
れ
ば
、
其
の
実
辻
弥
し
」
の
「
実
」
は
弘
経
と
い
う
行
為
の
結

果
・
成
果
・
果
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
む
よ
っ
て
「
実
」
は
「
み
」
あ
る
い
は
「
み
の
り
」
と
読
ん
で
開
題
は
な
い
。
そ
れ
で
辻
こ

の
「
実
」
が
指
し
示
す
内
容
は
加
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
其
の
実
は
弥
し
」
を
含
む
疏
文
前
後
の
文
脈
か
ら
は
こ
の
内
容
を

画
定
で
き
な
い
の
で
、
い
ま
比
較
の
た
め
に
引
い
た
疏
文
の
前
後
の
文
振
を
調
べ
て
み
た
い
。

本
引
用
琉
文
の
直
後
に
続
く
文
は
経
文
「
若
し
是
の
法
華
経
を
見
開
し
読
語
し
書
持
し
供
養
す
る
こ
と
得
る
こ
と
龍
わ
ざ
る
者
は
、

当
に
知
る
べ
し
、
是
の
入
は
未
だ
善
く
菩
薩
の
道
を
行
ぜ
ざ
る
な
り
」
(
「
大
正
」
九
、
一
三
下
三
行
。

E
E
)
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
れ
は
つ
ぎ
文
で
あ
ち
、
こ
の
文
が
手
掛
か
り
を
提
侯
す
る
。

[
引
居
一
二
]
上
に
法
詑
経
を
見
開
し
得
る
こ
と
能
わ
ず
と
云
う
は
、
巻
を
損
得
、
ず
と
日
う
に
非
ず
。
但
、
未
だ
一
乗
の
旨
を
領
せ
ず
。
之
れ
を

竺
道
生
撰
『
法
在
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)

ー/、
豆王



竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

一一/、

ーノ、

離
語
、
っ
耳
。
(
『
続
蔵
」
四
O
入
右
下
一
八
行
)

こ
の
疏
文
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
『
妙
法
華
」
を
「
見
開
し
読
請
し
書
持
し
供
養
」
で
き
な
い
こ
と
と
は
一
仏
乗
の
趣
旨
を
さ

と
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
見
て
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
妙
法
華
」
を
「
見
開
し
云
々
」
と
い
う
弘
経

行
為
は
一
仏
乗
を
さ
と
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る

G

こ
こ
か
ら
課
題
で
あ
る
「
実
」
の
内
容
は
、
一
仏
乗
を
さ
と
っ
た
結

果
と
し
て
の
み
あ
る
い
は
み
の
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
一
仏
乗
と
は
ま
え
の
疏
文
の
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
一

極
」
、
す
な
わ
ち
仏
知
見
、
を
得
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
実
」
の
意
味
内
容
は
仏
知
見
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

的
「
如
来
寿
量
品
」
に
関
す
る
琉
文
中
の
「
実
」

経
文
「
加
来
は
実
の
知
く
三
界
の
梧
を
知
見
す
」
(
大
正
九
、
四
二
下
二
ニ
行
。
♀
∞
)
を
注
釈
す
る
つ
、
ぎ
の
文
に
「
実
」
を
見

出
す
。

わ
た

[
引
用
一
三
]
「
実
の
如
く
三
界
の
栢
を
見
る
」
と
は
。
夫
れ
実
を
見
る
者
は
復
、
不
実
の
見
も
舞
し
。
本
、
実
に
淳
し
彼
を
雷
ら
し
め
ん
と
欲

す
。
故
に
彼
の
所
志
に
騒
い
、
宿
し
て
方
震
を
作
す
。
(
『
続
麗
』
因
。
九
左
下
一
密
行
)

ま
ず
「
本
、
実
に
津
し
彼
を
悟
ら
せ
ん
と
欲
す
」
で
あ
る
。
仏
と
い
う
も
の
は
も
と
も
と
、
衆
生
を
「
実
に
津
し
」
彼
ら
を
告
ら

せ
よ
う
と
さ
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
実
に
淳
」
す
こ
と
と
「
梧
ら
せ
」
る
こ
と
と
が
同
格
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
「
実
に
津
し
」
の
「
津
」
は
「
度
す
」
こ
と
と
同
じ
意
味
で
あ
り
、
「
度
す
」
は
悟
ら
せ
る
意
味
で
使
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
実
」
字
は
「
借
り
」
を
意
味
内
容
と
し
て
持
つ
。
そ
し
て
「
悟
る
」
と
辻
、
作
仏
す
る
こ
と
で
あ
ち
、
仏
知
見
を
得
る



こ
と
、
仏
の
智
慧
を
得
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
同
時
に
「
実
」
は
「
仏
知
見
」
、
「
仏
の
智
慧
」
で
も
あ
る
と
云
え
る
。
こ
れ
ま
で
考

察
し
て
き
た
「
実
」
の
意
味
内
容
と
通
じ
る
。
で
は
「
実
」
字
の
読
み
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
読
文
は
仏
の
立
場
を
述
べ
る
経
文
を
注
釈
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
「
実
」
は
仏
の
立
場
か
ら
晃
た
も
の

で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
衆
生
か
ら
見
る
な
ら
ば
「
実
」
は
「
み
の
り
」
な
ど
と
読
む
の
が
適
当
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
実
」
は
仏
のつ

ね

中
身
の
こ
と
に
な
り
、
「
実
」
は
「
み
」
と
読
む
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
読
み
は
「
如
来
寿
量
品
」
傷
文
の
末
文
で
あ
る
「
毎

に
是
の
念
を
作
す
何
を
以
て
か
衆
生
を
し
て
無
上
道
に
入
ち
速
や
か
に
仏
身
を
成
就
す
る
こ
と
を
鐸
せ
し
め
ん
と
」
(
「
大
正
」

九
、
四
四
上
三
行
。

20)
中
の
「
身
」
と
奇
し
く
も
符
合
す
る
。
「
身
」
は
「
み
」
と
誤
じ
、
ま
た
字
義
的
に
も
「
実
」
に
通
じ

る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
夫
れ
実
を
見
る
者
は
復
、
不
実
の
晃
も
無
し
」
の
「
実
」
と
「
不
実
」
と
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
い
ま
の
「
実
に
津

し
」
と
い
う
表
現
に
は
、
河
の
一
方
の
岸
か
ら
被
方
の
岸
に
渡
る
イ
メ
i
ジ
が
存
在
す
る
。
道
生
は
こ
の
笛
所
以
外
で
も
同
様
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
た
表
現
を
す
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
が
手
掛
か
ち
を
提
供
す
る
よ
う
で
あ
る
。
「
序
品
」
に
お
い
て
「
屈
衆
」

に
囲
ま
れ
た
世
尊
が
「
蕪
量
義
」
と
い
う
名
の
「
大
乗
経
」
を
説
く
(
大
正
九
、
二
中
入
行
。
〉
同
∞
)
。
そ
の
部
分
を
註
釈
す
る
つ

ぎ
の
疏
文
に
そ
の
表
現
が
現
わ
れ
る
c

(
引
用
一
回
〕
「
大
乗
経
を
説
く
」
Oi---将
に
法
華
を
説
か
ん
と
す
。
故
に
先
ず
、
其
の
清
を
導
達
せ
ん
に
、
無
量
義
を
説
く
。
其
れ
既
に
誠
一

た

ち

ま

に

わ

か

に
滞
る
日
は
久
し
。
忽
ち
に
無
三
を
開
か
ば
、
頓
に
昔
好
に
悉
く
。
昔
好
は
若
し
誰
か
れ
ば
、
別
ち
岸
を
望
ん
で
返
る
。
岸
を
望
ん
玄
惑
ら
ば
、

或
u
u
e

っ

期
ち
大
道
は
廃
る
。
故
に
離
を
須
い
る
也
。
(
『
続
蔵
』
三
九
八
右
上
二
二
一
行
)

こ
の
文
は
『
妙
法
華
」
を
説
く
た
め
に
ま
ず
『
無
量
義
』
と
い
う
大
乗
経
を
説
く
理
由
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
昔
の
古
い
や

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
椙
」
(
鳥
居
)

一-〈七



竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)

一
六
人

り
方
(
誠
一
)
に
留
ま
っ
て
動
か
な
い
者
に
た
い
し
て
仏
が
突
然
に
三
乗
と
い
う
区
別
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
説
け
ば
、
そ
の
教
え
が

昔
の
古
い
や
り
方
と
余
ち
に
も
異
な
っ
て
い
る
た
め

P
E
を
遠
く
か
ら
挑
め
る
だ
け
で
一
戻
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
た
め
順
序
を
踏
ま
え
て
「
無
量
義
」
と
い
う
「
大
乗
経
」
を
説
く
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
述
べ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
「
岸
」
は
遠
く
か
ら
眺
め
ら
れ
る
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
彼
岸
」
の
「
岸
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
が
せ
っ
か
く
向
こ

う
岸
、
す
な
わ
ち
彼
岸
、
を
跳
望
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
導
い
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渡
ら
ず
に
、
驚
い
て
元
に
一
戻
つ
て
は
困
る

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
生
が
「
岸
」
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
、
そ
れ
は
「
彼
岸
」
の
こ
と
で
あ
号
、
そ
の
「
彼
岸
」
に
渡
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
な
る
。
同
時
に
、
衆
生
に
と
っ
て
こ
の
「
彼
岸
」
は
、
ま
ず
、
望
む
も
の
・
挑
め
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
本

引
居
疏
文
か
ら
看
取
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
注
E
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
引
用
疏
文
が
示
す
よ
う
に
「
望
む
」
と
い
う

言
葉
は
「
望
む
」
対
象
に
到
達
し
て
い
な
い
場
合
に
使
用
さ
れ
る
。
一
方
、
道
生
の
理
解
の
仕
方
に
よ
れ
ば
、
到
達
し
て
そ
こ
に
存

在
す
る
場
合
は
「
見
る
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
前
引
用
疏
文
が
引
く
「
妙
法
華
』
の
文
句

「
実
の
知
く
三
界
の
梧
を
見
る
」
で
あ
る
。
道
生
の
理
解
に
よ
れ
ば
こ
の
「
見
る
」
主
体
は
仏
で
あ
っ
て
、
そ
の
仏
は
三
界
の
中
に

存
在
し
て
「
晃
る
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
道
生
の
理
解
が
正
確
で
あ
る
か
ど
う
か
は
こ
の
品
の
弱
文
が
明
示
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
「
実
の
如
く
三
界
の
云
々
」
と
い
う
文
句
の
意
味
も
道
生
の
理
解
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
一
一
層
明
確
に
な
る
と
考

え
る
。よ

っ
て
前
引
用
琉
文
の
「
夫
れ
実
を
見
る
者
は
復
、
不
実
の
見
無
し
」
に
お
け
る
「
実
を
見
る
」
詰
「
彼
岸
」
に
住
し
て
「
彼
岸
」

の
あ
り
さ
ま
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
の
「
実
」
は
仏
知
見
、
仏
の
智
慧
、
仏
の
さ
と
り
な
ど
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
で
は
仏
知
見
と
し
て
お
く
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
夫
れ
実
を
見
る
者
」
と
は
仏
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

れ
詰
こ
の
琉
文
が
「
実
の
如
く
三
界
の
相
を
見
る
」
仏
の
こ
と
を
注
釈
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え



「
不
実
の
見
蕪
し
」
の
内
容
は
以
上
の
検
討
結
果
を
念
頭
に
童
け
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
。
知
見
が
「
実
っ
た
」
仏
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
知
見
が
「
実
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
は
蕪
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
実
を
見
る
」
、
「
不
実
の
見
」
に
お
け
る
「
実
」
は
そ
れ

ぞ
れ
「
み
の
り
、
み
」
、
「
み
の
る
」
を
字
義
と
し
、
仏
知
見
を
そ
の
内
容
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
如
く
、
道
生
の
用
い
る
「
実
」
字
に
詰
決
し
て
浅
く
な
い
意
味
内
容
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
用
い
方
に
つ
い
て
も
「
実
を
見
る
」
と
云
い
、
「
実
に
津
し
」
と
云
い
、
道
生
が
い
か
に
個
性
的
に
「
実
」
字
を
使
馬
し
て
い

る
か
、
そ
れ
が
明
瞭
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
は
渇
文
「
諸
の
善
男
子
よ
、
意
に
於
て
云
何
。
顔
、
人
の
諮
く
此
の
良
匿
の
痘
妄
の
罪
を
説
く
有
る
や
不
や
」
(
「
大
正
」
九
、

四
三
中
六
行
。
。
∞
∞
)
を
注
釈
す
る
つ
ぎ
の
文
で
あ
る
。

〔
引
用
一
五
〕

柔
か
ず
。
復
、
終
日
説
く
と
難
も
説
き
て
一
部
も
虚
妄
の
罪
は
無
き
也
。
(
『
続
蔵
』
四
一

O
右
下
一
一
行
)

「
虚
妄
の
罪
」
と
は
。
本
、
受
を
識
る
を
以
て
心
と
為
す
。
物
を
済
う
の
実
有
れ
ば
、
言
は
常
に
反
す
と
難
も
理
と
し
て
真
に

「
虚
妄
の
罪
」
は
こ
の
品
に
現
わ
れ
る
良
涯
と
そ
の
子
供
た
ち
の
警
総
物
語
の
中
で
説
か
れ
る
。
良
医
は
自
分
が
蕪
事
で
い
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
誤
っ
て
毒
を
飲
ん
だ
子
供
た
ち
の
錯
乱
し
た
気
持
ち
を
覚
醒
し
良
薬
を
飲
ま
せ
る
べ
く
、
自
分
が
他
冨
に
お
い
て
滅

し
た
と
い
う
伝
言
を
子
供
た
ち
に
与
え
る
。
す
で
に
頼
る
べ
き
者
が
い
な
い
こ
と
を
覚
っ
た
子
供
た
ち
辻
父
の
残
し
た
薬
を
殺
し
て

毒
病
か
ら
恢
復
す
る
。
大
略
、
こ
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。
言
葉
と
い
う
も
の
は
事
実
を
缶
え
る
こ
と
が
通
常
の
在
り
方
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
は
子
供
を
救
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
た
と
え
通
常
の
在
り
方
に
反
し
た
言
葉
で
あ
る
に
し
て
も
、
仏
が
衆

生
を
救
う
と
い
う
道
理
の
苗
か
ら
考
え
れ
ば
こ
の
言
葉
は
謁
り
の
無
い
在
り
方
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
疏
文
「
物
を
済
う
の
実

有
れ
ば
、
言
は
常
に
反
す
と
難
も
理
と
し
て
真
に
柔
か
ず
」
が
述
べ
る
。

竺
道
生
撰
「
法
花
経
琉
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

一
六
九
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以
上
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
「
実
」
は
「
こ
と
」
を
字
義
と
す
る

G

「
こ
と
」
は
「
こ
と
が
ら
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
辻
「
こ
と
が
ら
」
で
も
問
題
は
無
い
。
ま
た
「
物
を
謡
、
つ
」
こ
と
と
「
実
」
と
は
同
諮
で
あ
る
。
「
物
を
済
う
」
と
は
仏
の
立

場
か
ら
述
べ
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
衆
生
に
仏
知
見
・
仏
の
智
慧
を
得
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
「
実
」
は
仏
知
見
・

仏
の
智
慧
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
そ
の
意
味
内
容
と
し
て
持
つ
こ
と
に
な
る

G

同
「
陀
羅
尼
品
」
に
関
す
る
疏
文
中
の
「
実
」

最
後
に
「
陀
羅
尼
品
」
に
関
す
る
疏
文
に
お
け
る
「
実
」
を
一
不
す
。

〔
引
用
=
ハ
]
理
に
味
く
選
ま
る
る
を
艶
む
者
に
は
標
然
に
し
て
簡
は
至
る
。
故
に
呪
に
名
を
借
り
、
以
て
理
の
説
と
能
く
。
理
の
説
に
処
は

無
く
も
更
に
或
ぜ
ば
、
実
と
名
づ
く
。
(
『
続
蔵
」
由
一
一
一
右
下
二
一
行
)

こ
こ
で
は
「
理
に
味
く
連
ま
る
る
を
望
む
者
」
、
す
な
わ
ち
理
に
培
く
難
儀
す
る
こ
と
を
う
ら
む
者
、
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

彼
ら
は
い
つ
も
恐
れ
震
え
て
い
る
か
ら
、
あ
る
こ
と
を
ま
こ
と
で
あ
る
と
患
う
気
持
ち
は
撞
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
じ
な
い

を
「
理
の
説
」
、
す
な
わ
ち
理
に
つ
い
て
の
教
え
、
で
あ
る
と
し
て
示
す
。
理
に
つ
い
て
の
教
え
に
は
決
ま
っ
た
も
の
は
な
い
が
、

そ
れ
で
も
そ
れ
に
よ
っ
て
完
成
す
れ
ば
、
そ
の
完
成
し
た
こ
と
を
「
実
」
と
云
う

G

こ
の
よ
う
な
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
完
成

の
内
容
は
続
く
疏
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
琉
文
は
「
語
に
審
む
る
の
解
、
既
に
著
わ
る
れ
ば
、
凶
自
ら
亡
ぶ
」
(
『
続
議
」
四

一
二
右
下
一
七
行
}
で
あ
る
。
こ
の
「
解
」
は
「
さ
と
り
」
の
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
最
高
到
達
点
で
あ
る
と
云
え
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
す
ぐ
あ
と
に
「
今
、
法
花
の
宗
極
を
以
て
呪
に
寄
せ
て
之
れ
を
説
く
」
(
「
続
蔵
』
西
一
二
右
下
一
七
行
)
と
述
べ
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
「
法
花
の
宗
極
」
と
辻
『
妙
法
華
」
自
誌
が
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
『
妙
法
華
』
が

B
指
す
も
の
辻
弘
知
克
と
い
う
最
高



到
達
点
で
あ
る
と
道
生
は
捉
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
本
引
用
疏
文
の
「
実
」
の
字
義
は
完
成
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
み
の
り
」
で

あ
号
、
そ
れ
が
指
し
示
す
内
容
は
弘
知
見
あ
る
い
は
仏
の
智
慧
で
あ
る
。

道
生
の
「
経
琉
」
に
お
け
る
仏
教
学
的
「
実
」
字
の
考
察
を
終
え
る
に
際
し
、
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
仏
乗
と
仏
知
見
と
の
関
係
を
道
生
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
十
分
に
議
論
す
る
た
め
に
は
「
経
疏
」
の
疏
文
を
さ
ら
に
幾
っ
か
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
た
め
の

余
裕
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
本
箭
で
取
り
扱
っ
た
読
文
を
材
料
と
し
て
論
じ
る
。
「
安
楽
行
品
」
に
関
す
る
読
文
中
の

「
実
」
を
検
討
す
る
た
め
に
参
考
と
し
て
引
用
し
た
「
法
師
品
」
に
関
す
る
疏
文
(
「
引
用
一
一
、
一
二
」
)
が
役
に
立
ち
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
琉
文
に
お
い
て
「
法
花
を
持
す
る
人
に
浅
深
の
得
失
存
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
(
「
引
用
一
一
」
)
、
ま
た
「
法
花
経
を
見

開
し
得
る
こ
と
能
わ
ず
と
云
う
は
、
巻
を
得
、
ず
と
自
う
に
非
ず
。
恒
、
未
だ
一
乗
の
旨
を
領
せ
ず
」
と
述
べ
ら
れ
る
(
「
引
用
二
こ
)
。

こ
の
二
つ
の
文
句
か
ら
「
妙
法
華
」
を
受
持
す
る
こ
と
は
「
一
乗
の
旨
を
領
」
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
仏
乗
の
趣
雪
を
会
得
す
る

こ
と
、
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
引
用
一
こ
の
疏
文
は
、
こ
の
趣
旨
の
会
得
の
実
践
結
果
に
「
深
い
浅
い
」
が
あ
る
と
云
う
の

で
あ
る

G

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
仏
乗
の
趣
旨
の
会
得
が
「
妙
法
華
」
を
受
持
す
る
等
の
実
践
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
一
仏
乗
と
は
「
一
極
」
、
す
な
わ
ち
仏
知
見
、
に
到
達
せ
し
め
る
方
法
で
あ
る
と
は
、
「
方
便
品
」
に
関
す
る
疏
文
中
の

「
実
」
の
検
討
で
触
れ
た
こ
と
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
仏
乗
の
趣
言
の
会
得
は
仏
知
見
に
至
る
た
め
の
実
践
で

あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
一
仏
乗
は
仏
知
見
へ
の
実
践
的
方
法
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
道
生
は
一
仏
乗
を
こ
の
よ
う
な
も

の
だ
け
で
あ
る
と
は
捉
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
仏
乗
に
は
仏
知
見
の
部
分
が
含
ま
れ
る
と
い
う
晃
解
を
示
す
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
誌
「
経
読
」
の
他
の
琉
文
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
得
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
見
解
の
指
摘
の
み
に
留
め
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
考
え
方
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
詳
論
は
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

一
仏
乗
が
仏
知
見
に
至
ら
し
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
仏
乗
な
る
実
践
は
仏
知
見
と
繋
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
も
、

仏

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)
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経
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け
る
「
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」
と
「
実
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」
(
鳥
居
)

→= 

乗
の
実
践
過
程
に
お
い
て
特
定
の
時
点
か
ら
忽
然
と
仏
知
見
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
徐
々
に

仏
知
見
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
仏
乗
に
仏
知
見
の
幾
分
か
が
含
ま
れ

る
こ
と
も
一
応
理
解
で
き
る
。
道
生
に
よ
れ
ば
、
一
一
仏
乗
と
は
仏
知
見
の
幾
分
か
を
含
む
実
践
的
方
法
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

が
道
生
の
捉
え
る
一
仏
乗
と
仏
知
見
と
の
基
本
的
関
孫
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

「
実
」
の
考
察
が
一
通
り
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
読
者
諸
氏
の
注
意
を
大
い
に
喚
起
し
た
い
。
「
引
用
一
六
」
の
疏
文
お

よ
び
そ
の
さ
き
の
二
琉
文
(
「
引
用
二
二
、
一
五
」
)
、
さ
ら
に
さ
き
の
引
用
琉
文
(
「
引
用
七
、
九
」
)
に
お
い
て
道
生
法
「
実
」
字

に
確
国
と
し
た
一
字
の
名
詞
と
し
て
の
地
位
を
与
え
、
さ
ら
に
そ
の
音

し
て
見
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

O

筆
者
は
こ
の
事
実
が
重
大
な
事
態
を
一
不
す
と
誰
灘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
事
態
と
は
何
で
あ
る

か
。
こ
れ
辻
つ
ぎ
の
「
実
相
」
の
字
義
と
内
容
に
つ
い
て
の
考
察
後
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
経
疏
」
に
お
け
る
「
実
相
」
の
字
義
と
内
容

「
経
琉
」
に
お
い
て
「
実
梧
」
は
三
笛
所
に
現
わ
れ
る
。
最
初
に
「
方
便
品
」
初
め
の
経
文
「
唯
、
仏
と
仏
と
の
み
乃
し
能
く
諸

法
の
実
相
を
究
め
蓋
せ
ば
な
ち
」
(
『
大
正
』
九
、
五
下
一
一
行
。
〉

g)
を
注
釈
す
る
つ
ぎ
の
疏
文
中
の
「
実
相
」
を
検
討
す
る
。

〔
主
用
一
七
]
「
実
椙
」
は
、
二
乗
の
偽
は
無
く
、
唯
、
一
乗
の
実
の
み
也
。
(
『
続
蔵
」
三
九
九
左
下
六
行
)

こ
の
琉
文
は
、
前
号
「
研
究
紀
要
」
の
拙
論
で
「
帰
一
の
実
」
の
「
実
」
の
字
義
・
指
示
内
容
の
検
討
結
果
を
試
用
す
る
形
で
引

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
仏
教
学
的
「
実
」
の
検
討
結
果
が
適
用
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
二
乗
」
の
内
容
に



つ
い
て
は
「
信
解
品
」
の
経
文
で
あ
る
「
密
か
に
二
人
の
、
形
色
云
々
」
を
注
釈
し
た
読
文
(
「
引
用
七
」
)
に
お
い
て
「
『
二
人
」

と
は
二
乗
法
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
「
二
人
」
は
「
内
解
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
」
者
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
手

接
か
り
を
提
供
す
る
。
つ
ま
り
，
「
内
解
」
と
は
さ
と
り
の
こ
と
で
あ
れ
に
、
「
明
ら
か
な
ら
ざ
る
」
は
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
内
解
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
」
は
、
そ
の
さ
と
り
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
真
正
で
な
い
こ
と
、
を
示
す
。
こ
の
真

正
で
な
い
こ
と
に
注
E
す
れ
ば
、
本
引
用
疏
文
の
「
二
乗
の
偽
」
の
「
偽
」
も
真
正
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
と
符
合
す
る
c

そ
れ
ゆ
え
「
二
乗
の
掲
」
詰
二
乗
に
よ
る
さ
と
り
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
「
一
乗
の
実
」
も
一
仏
乗

に
よ
る
さ
と
り
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
そ
の
さ
と
り
が
本
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
仏
知
見
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
。
道
生
は
「
方
便
品
」
初
出
の
「
諸
法
実
椙
」
の
「
実
梧
」
の
意
味
内
容
を
仏
知
見
で
あ
る
と
捉
え
る
の
で
あ

る
。
「
実
相
」
の
「
実
」
は
「
掲
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
ま
こ
と
」
を
字
義
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
「
実
相
」
の

「
椙
」
は
道
生
に
よ
れ
ば
修
辞
的
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
本
引
用
疏
文
の
文
採
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
、
ぎ
に
「
序
品
」
最
後
の
傷
文
で
「
諸
法
実
相
の
義
は
己
に
汝
等
の
為
に
説
け
ち
」
(
『
大
正
』
九
、
五
上
一

O
行
。
〉
∞
∞
)
と

説
か
れ
る
経
文
を
注
釈
す
る
つ
、
ぎ
の
文
の
「
実
相
」
で
あ
る
。

[
引
用
一
八
]
「
諸
法
実
相
の
義
」
は
、
二
乗
の
偽
は
無
く
、
唯
、
大
乗
の
実
棺
を
説
く
の
み
。
(
『
続
議
』
三
九
九
右
下
五
行
)

こ
の
疏
文
の
揮
造
は
前
引
用
疏
文
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
二
乗
の
偽
」
が
「
大
乗
の
実
桔
」
に
対
置
さ
れ
る
。
前

引
沼
文
で
は
「
一
乗
の
実
」
に
対
呈
さ
れ
た
。
「
一
乗
の
実
」
と
「
大
乗
の
実
相
」
と
は
同
一
の
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
道
生
が
「
妙
法
華
」
の
「
宗
」
を
大
乗
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
此
の
経
は
大
乗
を
以
て
宗
と
為
す
」
(
「
続
蔵
」

三
九
六
左
下
一
六
行
)
と
述
べ
る
疏
文
が
示
す
と
お
り
で
あ
討
。
そ
れ
ゆ
え
「
実
」
は
「
ま
こ
と
」
と
訴
じ
、
そ
の
内
容
は
「
弘
知

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
椙
」
(
鳥
居
)
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竺
道
生
撰
『
法
花
経
琉
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
桓
」
(
鳥
居
)

一
七
回

見
」
で
あ
る
。

最
後
に
「
警
職
品
」
に
お
い
て
、
長
者
の
子
供
た
ち
が
無
事
に
火
宅
か
ら
脱
出
し
た
さ
ま
を
説
く
経
文
「
是
の
時
に
長
者
は
諸
子

等
の
安
穏
に
出
づ
る
こ
と
を
得
て
、
昔
、
四
饗
道
の
中
の
露
地
に
於
い
て
云
々
」
(
『
大
正
」
九
、
一
二
下
二
二
行
。
〉

za)
が
あ

る
。
こ
の
中
「
昔
、
四
衝
道
の
中
の
露
地
に
於
い
て
」
を
注
釈
す
る
つ
ぎ
の
琉
文
中
の
「
実
相
」
で
あ
る
。

[
引
用
一
九
]

「
西
舘
道
に
於
て
」
と
は
。
実
相
に
在
ち
て
理
に
通
ぜ
ざ
る
こ
と
無
き
を
「
図
鑑
道
」
と
為
す
。
定
ん
で
そ
の
中
に
生
す
る
を

「
坐
」
と
為
す
。
復
、
結
使
の
覆
揮
の
無
き
を
「
露
」
と
為
す
也
。
(
『
続
蔵
』
四
O
二
右
下
二
二
行
)

こ
の
疏
文
の
内
容
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
琉
文
法
子
供
た
ち
が
火
宅
、
す

な
わ
ち
三
界
、
か
ら
脱
出
し
た
後
の
状
態
を
述
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
脱
出
し
た
後
の
状
態
と
は
、
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て

い
る
状
態
で
あ
り
、
弘
知
見
を
得
て
い
る
状
態
、
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

道
生
は
経
文
文
句
「
四
舗
道
に
於
て
」
を
「
実
相
に
在
り
て
理
に
通
ぜ
ざ
る
こ
と
無
き
」
こ
と
に
見
立
て
る
。
「
図
鑑
道
」
と
は

四
つ
辻
、
四
方
に
通
じ
る
大
道
が
交
差
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
辻
に
立
て
ば
ど
ち
ら
の
方
向
へ
行
け
ば
ど
こ
に
行
き
着
く
か
が
一
目

瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
一

E
瞭
然
で
あ
る
こ
と
を
「
理
に
通
ぜ
ざ
る
こ
と
無
」
し
と
云
う
。

「
方
復
品
」
の
「
一
大
事
の
因
縁
云
々
」
を
注
釈
し
た
琉
文
(
「
引
用
四
」
)
に
よ
れ
ば
「
但
し
理
の
中
に
三
は
無
く
、
唯
、
妙
一

な
る
の
み
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
「
理
」
は
常
に
「
一
な
る
こ
と
」
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
「
方
便
品
」
に
関
す
る
疏
文
に
お
い

て
こ
の
「
一
な
る
こ
と
」
は
「
一
種
、
す
な
わ
ち
仏
知
見
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
考
」
由
閉
山
す
れ
ば
「
実
相
に
在
り
て
理
に
通
」

じ
る
と
い
う
場
合
の
「
実
相
に
在
」
る
こ
と
と
は
「
一
極
」
に
通
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
仏
知
見
の
中
に
在
る
こ
と
」
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
引
用
疏
文
の
「
実
棺
」
は
仏
知
見
を
指
し
示
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
実
」
字
の
字
義
は
、
「
理
に
遥
」



じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
ま
こ
と
」
で
あ
る
と
し
て
よ
い
。

以
上
「
経
疏
」
に
お
け
る
「
実
相
」
の
字
義
と
そ
れ
が
指
し
示
す
意
味
内
容
を
検
討
し
た

G

そ
の
結
果
い
ず
れ
も
「
ま
こ
と
」
を

字
義
と
し
、
「
仏
知
見
」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
道
生
の
捉
え
る
「
実
椙
」
が
「
空
」
を
示
す
と
い
う
晃
方
も
あ
る
が
)
、

そ
の
見
方
は
再
考
を
要
し
よ
う
。
つ
、
ぎ
に
こ
の
考
察
結
果
か
ら
筆
者
に
見
え
て
く
る
新
た
な
事
態
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

四

「
実
相
」
使
用
背
景
に
関
す
る
仮
説

今
拙
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
仏
教
学
的
「
実
」
字
を
含
む
「
実
相
」
は
も
っ
ぱ
ら
羅
什
に
よ
っ
て
そ
の
使
用
が
開
始
さ
れ
、
意
味
の

拡
充
が
な
さ
、
れ
た
と
は
、
す
で
に
古
く
白
土
わ
か
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
足
。
そ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
「
実
相
」
は
単
に
『
妙
法

華
」
の
み
な
ら
ず
、
羅
什
が
訳
し
た
と
さ
れ
る
大
乗
経
・
論
に
も
現
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
党
文
京
典
が
現
存
す
る
漢
訳
経
・
論
の
場

合
に
つ
い
て
、
党
文
に
お
い
て
「
実
桔
」
に
相
当
す
る
言
葉
が
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
っ
て
も
「
実
桓
」
が
現
わ
れ

る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
羅
什
の
訳
業
を
補
生
し
た
中
国
人
仏
教
者
が
訳
文
一
編
集
過
程
で
挿
入
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
た
め
で
あ
る
可

能
性
が
大
い
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
実
相
」
は
党
文
経
・
論
の
問
題
で
あ
る
よ
り
、
す
ぐ
れ
て
漢
訳
経
・
論
の
問
題
で
あ
る
と
云

え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
実
相
」
の
京
語
一
回
定
の
議
論
が
い
ま
だ
最
終
決
着
を
見
な
い
所
以
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
岳
土
氏

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
の
発
生
辻
羅
仔
の
「
実
相
」
語
の
使
用
、
そ
の
意
味
の
拡
充
と
い
う
事
惑
に
始
ま
る
。

と
こ
ろ
で
、
塵
山
の
慧
遠
と
鳩
摩
羅
什
と
の
問
答
録
で
あ
る
「
大
乗
大
義
章
」
の
巻
中
に
、
つ
ぎ
の
羅
什
の
答
文
(
『
大
正
」
四

一
一
一
一
一
一
一
中
一
九
行
)
が
あ
る
。
こ
こ
に
興
味
あ
る
見
解
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
足
。

五

[
引
用
二

O
)

又
、
陣
羅
漢
は
生
に
還
る
と
は
唯
、
法
華
経
の
説
な
り
。
無
量
千
万
の
経
は
皆
、
阿
羅
漢
は
後
辺
身
に
於
て
滅
度
す
と
言
う
。

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
椙
」
(
鳥
居
)

一
七
五



竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
桔
」
(
鳥
居
)

ー乞

ー/、

恥

組

込

む

寵
し
て
法
華
経
は
是
れ
諾
仏
の
秘
蔵
に
し
て
、
此
の
義
を
以
て
余
の
経
を
難
ず
可
か
ら
ず
。
若
し
専
ら
法
華
経
を
執
り
て
決
定
せ
ん
と
以
為
わ

キ

ゃ

く

た

た

ば
、
声
慣
の
三
戴
及
び
余
の
摩
詞
釘
経
は
寝
み
て
毘
ざ
ら
ん
。
又
、
経
の
右
り
て
言
、
っ
。
「
菩
寵
は
阿
羅
漢
・
醇
支
仏
道
を
畏
る
る
こ
と
地
獄

を
過
ぐ
。
何
を
以
て
の
故
に
。
地
獄
に
撃
っ
と
も
還
り
て
作
仏
す
可
し
」
と
。
若
者
ら
ば
、
唯
、
法
華
の
一
経
の
み
手
す
可
し
と
し
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ま
こ
と
、
、
、
、
、
、
、
ま
さ

余
の
経
は
皆
、
虚
妄
な
り
と
為
す
こ
と
宥
ら
ん
。
是
の
故
に
、
応
に
一
経
に
執
著
し
一
場
の
経
法
を
信
と
せ
ず
べ
か
ら
ず
。
当
応
に
因
縁
た
る
、

理
繋
を
取
る
一
敗
弘
、
応
に
作
仏
す
べ
き
所
以
を
、
思
堆
す
べ
し
。

す
な
わ
ち
、
『
妙
法
華
」
一
経
だ
け
を
よ
し
と
し
て
他
の
三
歳
・
大
乗
経
典
を
不
要
と
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
、
経
典
あ
る
い
は

経
法
に
た
い
す
る
基
本
姿
勢
と
も
云
え
る
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
す
で
に
横
超
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ

で
あ
辺
。
こ
こ
で
は
こ
の
見
解
を
と
り
あ
え
ず
「
経
法
平
等
観
」
と
呼
ん
で
お
く
G

羅
什
が
こ
の
経
法
平
等
観
を
有
す
る
と
い
う
事

惑
が
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
二
つ
の
事
態
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
っ
、
ぎ
の
よ
う
な
新
た
な
事
態
が
想
起
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
羅
行
辻
、

各
経
典
が
独
自
の
立
場
で
最
重
要
視
す
る
、
仏
法
の
核
と
な
る
当
体
に
「
実
桔
」
(
あ
る
い
は
「
実
」
)
と
い
う
言
葉
を
充
填
し
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
態
の
奥
に
試
さ
ら
に
鳩
摩
羅
行
の
仏
教
観
が
は
た
ら
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
こ
の
想
起
に
は
現
実
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
仮
説
の
現
実
性
を
一
不
す
た
め
、
羅
什
訳
の
経
・
論
に
お
け
る
「
実
桔
」
の
用
い
ら
れ
方
の
事
例
の
幾
っ
か
を
参
考
ま
で
に
掲

げ
る
。
ま
ず
、
「
小
品
般
若
」
に
お
い
て
「
実
相
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
一
留
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
巻
第
一
「
拐
品
第
二
(
「
大

正
」
入
、
五
三
七
下
二
二
行
)
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
「
実
相
」
が
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
形
で
説
か
れ

る
こ
と
は
注
百
す
べ
き
で
あ
る
。



〔
訂
題
一
一
一
)
諸
法
の
実
相
を
得
る
を
以
て
の
放
に
解
説
を
得
。
解
説
を
得
己
れ
ば
諸
法
の
中
に
於
て
取
は
無
く
捨
は
無
く
、
乃
至
、
浬
葉
も

亦
、
取
は
無
く
捨
は
無
し
。
世
尊
c

是
れ
を
菩
薩
の
般
若
波
羅
蜜
と
名
づ
く
。

つ
ぎ
は
『
大
品
般
若
」
で
あ
る
。
巻
第
二
十
一
「
三
慧
品
第
七
十
」
に
お
け
る
つ
ぎ
の
経
文
(
『
大
正
」
入
、
三
七
五
上
一
七
行
)

も
「
実
桔
」
が
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
一
不
一
円
。

[
引
用
二
二
〕
須
菩
提
、
菩
薩
牽
詞
譲
は
応
に
是
の
如
く
殻
若
波
羅
蜜
を
行
じ
、
諸
法
の
実
相
に
入
る
べ
し
。
是
の
諸
法
の
実
相
は
誌
に
壊
す

べ
か
ら
ず
。
語
ゆ
る
殻
若
波
羅
蜜
相
、
乃
至
、
阿
霧
多
羅
三
義
三
菩
提
椙
な
り
。

つ
ぎ
に
「
大
品
般
若
」
の
注
釈
書
で
あ
る
「
大
智
度
論
」
で
あ
る
。
そ
の
巻
十
八
に
お
け
る
つ
ぎ
の
文
句
(
「
大
正
』
二
五
、

九
O
上
二
回
行
)
が
示
す
よ
う
に
「
実
棺
」
は
「
般
若
波
羅
蜜
」
で
あ
る
と
説
か
れ
足
。

〔
引
用
二
三
〕
仏
は
一
切
の
諸
の
煩
悩
及
び
習
を
己
に
断
じ
て
、
智
慧
の
技
浄
く
、
応
に
実
の
如
く
諸
法
の
実
相
を
得
た
も
う
べ
し
。
諸
法
の
実

椙
は
郎
ち
是
札
般
若
波
羅
蜜
な
れ
ツ
。

こ
の
主
張
は
『
大
智
度
論
」
の
他
の
箇
所
で
も
説
か
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
論
自
体
の
主
張
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
般

若
波
羅
蜜
」
は
「
大
品
般
若
経
」
の
教
理
の
核
で
あ
る
。

ま
た
、
「
維
蜜
経
』
「
入
不
二
法
門
品
第
九
」
に
お
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
実
相
」
が
結
論
的
に
は
「
不
二
法
門
」
で
あ
る
と
説

か
れ
る
(
『
大
正
」
一
回
、
五
五
一
中
一
五
鰐
)

G

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
」
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
居
)

ーと
ーむ



竺
道
生
撰
『
法
在
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)

一
七
人

〔
引
用
二
冨
]
心
無
議
菩
譲
呂
く
、
「
身
と
身
滅
と
を
二
と
為
す
。
身
辻
部
ち
是
れ
身
滅
な
り
。
一
所
以
は
符
ん
。
身
の
実
椙
を
見
る
者
法
身
を
晃

及
び
滅
身
を
見
る
こ
と
を
起
こ
さ
ず
。
身
と
滅
身
と
二
無
く
分
別
禁
し
。
其
の
中
に
於
て
驚
か
ず
、
濯
れ
ざ
る
者
、
是
れ
を
不
二
法
門
に
入
る

と
為
す
。

男
知
の
如
く
不
二
法
門
は
「
雑
摩
経
」
の
中
心
的
教
理
で
あ
る
。

最
後
に
「
妙
法
華
」
の
場
合
で
あ
る
が
、
本
来
な
ら
ば
「
妙
法
華
」
の
経
文
を
引
き
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
引
用
し
て
簡

単
に
論
点
を
証
示
で
き
る
笛
所
は
紫
い
。
本
小
論
に
お
い
て
辻
可
龍
性
の
指
摘
の
み
に
と
ど
ま
る
。
本
経
に
お
け
る
仏
教
学
的
「
実
」

が
「
仏
知
見
」
を
そ
の
意
味
内
容
と
し
て
持
つ
可
能
性
は
十
分
に
存
在
す
る
。
そ
の
こ
と
は
さ
き
の
節
の
考
察
が
示
す
と
お
り
で
あ

る
。
竺
道
生
が
「
妙
法
華
」
の
注
釈
書
た
る
「
経
疏
」
に
お
い
て
仏
教
学
的
「
実
」
に
た
い
し
意
図
的
と
さ
え
云
え
る
ほ
ど
の
正
確

さ
を
も
っ
て
「
仏
知
見
」
と
い
う
意
味
内
容
を
付
し
て
い
る
事
実
が
存
在
す
る
。
道
生
に
は
「
妙
法
華
」
の
教
理
の
中
核
を
特
定
の

枠
組
み
に
当
て
は
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宗
派
的
要
請
は
無
い
。
む
し
ろ
彼
の
『
妙
法
華
」
を
見
る
視
点
は
現
代
文
献
学
の
立
場
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
も
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
)
、
道
生
は
羅
什
と
同
様
の
「
経
法
平
等
観
」
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ
う
。
つ
ぎ
の
琉
文
が
そ
の
こ
と
を
示
す
。

[
引
罵
二
五
]
「
妙
」
と
は
。
若
し
如
来
、
言
を
吐
き
教
を
陳
ぶ
る
を
論
ぜ
ば
、
何
れ
の
経
か
「
妙
」
に
非
ず
や
。
(
『
続
葱
』
三
九
七
右
上
三
行
)

こ
の
琉
文
文
句
を
考
え
れ
ば
、
『
維
摩
経
』
や
『
大
乗
浬
繋
経
』
な
ど
を
も
注
釈
し
た
道
生
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
『
妙
法
華
」
独
自

の
教
祖
・
説
栢
を
捉
え
て
「
実
相
」
を
「
仏
知
見
」
で
あ
る
と
し
た
事
実
が
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
逆
に



「
妙
法
華
」
の
「
実
相
」
が
「
仏
知
見
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
関
誌
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
も
「
中
論
」
「
金
関
般
若
経
』
「
仏
蔵
経
』
『
持
世
経
』
『
吉
論
』
な
ど
に
「
実
椙
」
は
現
わ
れ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ

の
「
実
相
」
が
そ
の
経
・
論
の
中
心
的
教
理
・
患
想
を
代
弁
す
る
中
核
的
言
語
、
す
な
わ
ち
根
源
語
、
と
し
て
立
て
ら
れ
た
事
惑
が

存
在
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
管
見
に
よ
る
限
り
、
い
ま
だ
十
分
に
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
さ
き
に
提
示
し

た
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
事
態
の
存
在
は
大
い
に
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
筆
者
が
仮
説
を
提
示
す
る
所
以
で
あ
る
。

註

(
1
)
 
こ
の
〉
昆
は
岩
技
文
庫
版
『
法
華
経
』
の
巻
名
と
夏
数
を
示
す
。
〉
戸
。
辻
そ
れ
ぞ
れ
上
巻
、
中
巻
、
下
巻
を
示
す
。
以
後
、
再
様
で

あ
る
。

(
2
)
 
『
経
読
」
の
音
読
漢
文
を
す
べ
て
誤
読
し
た
の
誌
中
国
仏
教
思
想
会
で
あ
り
、
そ
の
成
果
辻
『
三
豪
文
化
研
究
所
年
報
」
(
九
号
、

六
年
。
同
一
一
一
号
、
一
九
七
九
年
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
論
考
に
お
け
る
道
生
撰
述
『
経
疏
」
の
誤
読
文
は
、
そ
の
成
果
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
記
し
て
惑
謝
の
意
を
表
す
る
。
筆
者
の
誤
読
方
法
は
中
国
仏
教
思
想
会
の
そ
れ
と
幾
分
違
う
箇
所
も
あ
る
た
め
、
変
更
し
て

一
九
七

引
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

(
3
)
 
道
生
は
「
一
乗
」
を
多
用
す
る
が
、
こ
れ
は
ご
仏
乗
」
の
こ
と
で
あ
る
。
本
論
考
で
は

「
乗
」
を
数
え
る
場
合
の
表
現
と
な
り
得
る

「
一
乗
」
と
の
覆
需
を
避
け
る
た
め
「
一
仏
乗
」
を
費
用
す
る
。
道
生
が
「
一
仏
乗
」
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
つ
ぎ
の
琉
文
が
示
す
。

「
一
仏
乗
に
於
て
分
別
し
て
三
と
説
く
」
と
は
。
仏
、
濁
世
の
入
に
大
志
無
く
、
而
も
仏
理
は

ゆ

え

翻
遠
な
る
所
以
に
、
之
れ
を
信
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
は
て
、
抑
え
て
、
近
人
を
し
て
三
乗
の

教
を
作
さ
し
む
耳
。
三
を
説
く
と
白
う
と
難
も
、
彊
に
是
れ
一
を
説
く
。
今
云
う
、
一
に
於
て

お

き

っ

か

わ

人
身
の
仏
を
得
る
と
。
量
、
抑
え
、
近
入
を
使
さ
ざ
ら
ん
乎
。
(
『
続
議
」
四
O
O左
上
一
一

行

竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
梧
」
(
鳥
居
)

一
七
九



竺
道
生
撰
『
法
花
経
疏
』
に
お
け
る
「
実
」
と
「
実
相
」
(
鳥
屠
)

一
人
(
)

(
4
)
 
「
角
川

大
字
源
』
四
八
一
一
員
。
「
実
」
が
「
こ
と
が
ら
」
を
字
義
と
す
る
例
は
「
故
実
」
「
行
実
」
な
ど
の
熟
語
が
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
「
故
実
」
は
「
故
事
」
と
同
じ
く
、
昔
の
こ
と
が
ら
を
意
味
す
る
。
「
行
実
」
辻
入
が
行
な
っ
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

(
5
)
 
語
講
『
大
漢
和
辞
典
」

一
巻
二
五
五
真
、
『
角
川

大
字
源
』
二
入
頁
、
『
学
研
漢
和
大
字
典
』

一
七
頁
。

(
6
)
 
『
国
襟
仏
教
学
大
学
院
大
学

研
究
紀
要
』
第
二
号
、

一
九
九
九
年
、

一
四
六
頁
。

(
7
)
 
道
生
は
「
方
鑓
品
」
の
経
文
「
衆
の
心
を
悦
寄
せ
し
む
」
(
『
大
正
』
九
、
五
下
入
行
。
〉
宰
)
を
注
釈
す
る
文
で
「
彼
に
腰
い
て
逆
う
こ

と
無
し
。
之
れ
を
「
衆
の
心
を
悦
可
せ
し
む
」
と
語
、
っ
。
向
に
内
解
を
明
か
し
、
此
こ
に
外
化
を
明
か
す
。
」
(
「
続
蔵
』
三
九
九
左
下
一
行
)

と
述
べ
る
。
こ
の
「
さ
き
向
に
内
解
を
明
か
し
」
と
は
仏
が
前
に
自
身
の
さ
と
り
を
明
か
し
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

「衆

の
心
を
境
可
せ
し
む
」
よ
り
ノ
誌
の
経
文
に
お
い
て
仏
の
き
と
り
の
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

(
8
)
 
道
生
の
用
い
る
「
宗
」
は
「
本
源
」
を
意
味
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
『
妙
法
華
」
が
大
乗
に
屠
す
る
と
云
え
る
。
し
か
し

「
妙
法
華
」
と
「
宗
」
と
の
需
に
は
「
属
す
る
」
こ
と
だ
汁
に
尽
き
な
い
関
傑
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
詳
し
く
は
穣
を
改
め
て
、
道
生
の
捉

え
る
一
乗
と
三
乗
と
の
面
か
ら
論
じ
た
い
。

(
9
)
 
こ
の
見
方
に
つ
い
て
は
前
号
「
研
究
紀
要
」
の
拙
論
一
六
O
頁
、
注
(
一
二
三
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
。

(
日
)

白
土
わ
か
「
『
実
相
」
訳
語
考
j

鳩
摩
羅
什
を
中
心
に
i
」
、
『
大
谷
学
報
』
(
第
三
十
七
巻
三
号
、

割
読
は
筆
者
に
よ
る
が
、
木
村
英
一
一
編
『
慧
遠
研
究

一
九
五
七
年
)
。

(
日
)

遺
文
篇
』
(
創
文
社
、
昭
和
三
五

(
一
九
六

O
〕
年
)
に
お
け
る
現
代
語
訳
文

(
一
六
一

i
二
頁
)
を
参
揺
し
た
。

(ロ)
接
超
慧
日
「
大
乗
大
義
章
研
究
序
説
」
、
木
村
英
一
一
漏
「
慧
遠
研
究

経
典
部
第
四
巻
』
の
そ
れ
に
散
っ
た
(
名
著
普
及
会
、
覆
刻
張
、
詔
和
五
十
二
[
一
九
七
七
]
年
、

遺
文
篇
」

一
六
七
i
八
頁
。

(
日
)

訓
読
は
「
昭
和
新
纂

冨
訳
大
震
経

五
六
O
頁)。

(
弘
)

割
読
辻
『
国
訳
一
切
経
』
の
そ
れ
に
散
っ
た
(
『
国
訳
一
切
経

印
度
撰
述
蔀
』
釈
経
論
部

二
、
大
東
出
版
社
、
改
言
張
昭
和
五
十
二

〔
一
九
七
七
]
年
、
四
六
二
頁
)
。
た
だ
「
諸
法
」
と
「
実
梧
」
と
を
分
け
て
読
ん
だ
。
こ
れ
は
「
諸
法
之
実
椙
」
と
い
う
表
現
が
『
大
智
度



論
』
自
体
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
(
倒
、
『
大
正
」
二
五
、
六
一
中
一
五
行
)
、
さ
ら
に
「
実
椙
」
が
「
諸
法
」
と
全
く
加
切
り
離
さ
れ
た
形
で

「
般
若
波
羅
蜜
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
表
現
が
多
々
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
(
倒
、
「
今
為
般
若
設
羅
蜜
実
相
従
心
求
定
」
、
『
大
正
』
一
一

五、

一
九
六
中
一
八
行
)
。

(
日
)

誤
読
は
「
国
訳
一
切
経
』
の
そ
れ
に
散
っ
た
(
『
国
訳
一
切
経

印
震
撰
述
部
』
経
集
部

六
、
大
東
出
版
社
、
初
瓶
昭
和
七
年
、

五
四

真)。

(
日
)

横
超
博
士
は
こ
の
琉
文
を
掲
げ
、
道
生
も
僧
叡
と
関
じ
く
、
羅
什
の
「
経
法
平
等
観
」
を
奉
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
(
間
著
『
法

華
患
想
の
研
究
』
、
平
楽
寺
書
居
、
昭
和
六

[
一
九
入
六
〕
年
、
二

0
0
頁
)
。
擢
叡
に
つ
い
て
辻
荒
牧
典
後
博
士
が
そ
の
論
文
中
の

戦

疑
」
の
翻
訳
に
お
い
て
一
一
層
明
確
に
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
(
荒
牧
典
俊
「
南
朝
前
半
期
に
お
け
る
教
程
暫
釈
の
成
立
に
つ
い
て
」
、
福
永

光
司
編
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
昭
和
五
七
三
九
八
二
〕
年
、
三
四
二
頁
)
。
「
職
疑
』
に
お
い
て

鑓
叡
は
こ
の
「
経
法
平
等
観
」
を
羅
ιー
か
ら
学
ん
だ
趣
言
の
こ
と
を
述
べ
る
。

。
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Summary 

言Onshi (実)and shi-xia昭(実相)as they a ppear in 

露theCommentary on Miao-fa-lian-hua-jing (妙法蓮華

室経)， written by Zhu Dao-sheng (竺道生)
花 TatsuhisaTorii 
経
琉

に Thispaper is a sequel to the one that appeared in the last issue 

存ofthis journal. The previous paper discussed the possib均 ofthe 

zword shi(実)have勾 themeaning 0ぱf‘マ'fru仕fruit'

2塁号 the puぽrp卯or討七 Oぱf‘γfo-z坊hi-jゴji吟αが 〈仏知見)λ，0訂rBud吋dd品品haど， s wi誌sdおom工n，in Zhu 

と Dao-sheng'scommentary; it was concluded that there are cases in 

実 whichshi is used anticipatively in a Buddhological sense. This paper 
相
(picks up all the other B11ddhological shis aZ14examines their meanings 

塁側P町 or民 judgingfrom the commentarダscontext. I託tt也hen即e包鉛nc∞on凶 d白es

that these shis eventually come to have the meaning of ‘fruit' and 

the purport of ‘fo-zhi-jiαが (orsome times its verabal form， 'to 

attain fo-zhi-jian'. 

Another important word this paper examines is the compound 

word of shi， namely as shi-幻αng(実桔).The conclusion is that the 

meaning and purport of the word is the same shi in its noun form. 

Zhu Dao-sheng even indicates that xiαng (相)is not essentially necessary 

but， rather， a rhe土oricaladdi tion. 

It is quite intersting that Dao-sheng e屯uatesall the Buddhological 

shis to fo-zhiτjiαn. The e弓uationeven suggests it was done with a 

会 certainintention. The Miao-fa-lian-hua-jing U妙法蓮華経~ or， tentatively， 

The Sutr，α01 the White Lotus of the Mαrvelous Teαching) holds 10-

zhi-jiαn high above other various Mahayanist ideals. Fo-zhiゴiαncan 

be said to be the pivotal point which all discourses of the Sutra 

rotate. This seemingly intentional equation compels us to propose the 

( 1 ) 



hypothesis that Kumarajiva， the master-teacher of Dao-sheng， employed 

shi-xiang to express each of the central teachings of the Buddhist 

scnp土ureswhich he translated with the assistance of his Chinese 

disciples. For example， the purport of shi-xiang in The Sutnα01 the 

White Lotus 01 the Mαrvelous Teaching can be lo-zhi-jian; this is 

strongly suggested by Dao-sheng' s seemingly intentional equation. 

This hypothesis is based upon two main facts. One is that 

Kumarajiva looked upon all the Mahayana sutras and the Trpitaka 

as having equal value (as illustrared in his correspoudence with the 

Chinese monk Hui-yuan慧遠， Taisho 45.133b. 19). 

This attitude， also found in Dao-sheng， was most probably taugt 

taught him by Kum亘rajiva.Another fact is that Kum邑rajivais said 

to have initiated the use of sih-xiαng， establishing it a Buddist term 

and expanding its meaning. Though the discussion about this hypothesis 

takes up less than a third of this paper， the hypothesis， if verifieえ

will be signifiant in the history of Cinese thought with regud to The 

Sutra 01 the White Lotus 01 Mαrvelous Teaching. 

( 2 ) 

竺
道
生
撰

『
法
花
経
疏
』

に
お
け
る

「実」

と

「
実
梧
」

(
鳥
居
)
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